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〔症例〕 両側で精巣動脈が下副腎動脈から起る 
1例について
井上勝博*増子貞彦牢
(昭和56年 4月訪日受付)
藍eywords: testicular artery，variation，inferior suprarenal artery，perirenal fat. 
はじめに
精巣動脈は腎動販の下部で，農大動獄から起るものが
最も多く，その地腎動JifR，部腎動脈からも起る1，2，4，5，6，9)。
轄巣動艇は藷巣に分布するばか習でなく，腎詣肪被摸の
動服調の形成にも参加している7列。 1980年の千葉大学 
で靖巣動騒が下副腎1医学部における解剖学実習で，再{員
動脈から起担，しかも精巣動脈は腎指訪被膜iこ分布した
のち，籍巣に向うまれな例が見られた。
従来の変異の報告は精巣動販の起始部の形態のみに注
目しているが，精巣動脈の起始部の変異の出現と腎詣肪
被膜iこ分布する血管との関には，密接な関連があると思
われる。本倒はこのような関連を明らかにするー資料と
なると患われるので報告する。
所見
本例は脳内出血で死Iごした59議の男性にみられた。
左劉 (Figs.1a，1b and 2) 
左精巣動脈は 2本ある。 1本法腎動脈の下部で，下腸
間膜動脈の起始の上方約1.2cm のところで， 腹大動脈
の前外{爵から起り，はじめ外下方に向い，左韓巣静康と
一緒iこなると，その部位からほ迂垂直に下行し，深鼠径
輸に入る直前に，もう一方の精巣動訴と吻合する。もう
一方の左精巣動脈は左副腎の下縁近くで，左下部腎動脈
と分かれ，左腎臓の外側援に沿って下行し，深鼠径輪に
入る前に，前述の腹大動Eまから起る左藷巣動探と吻合す
る。左下部腎動脈は左腎動脈の起始部近くで，左腎動脈
の頭領!から起る。 2本の靖巣動脈に辻それぞれ静寂が伴
行し，左腎静脈に流入する。
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Suprarenal Arteries on Both Sides. 
右側 (Figs.1a，1b and 3) 
腹大動脹から起る精巣動原はない。右精巣動脹は右霞
腎の下録で，右下副腎動脈と分かれ，右腎臓の内側前縁
をほぼ垂直に下行し課鼠径輪に入る。右下副腎動脈は左
領!と同議に右腎動販の起始蔀近くで，右腎動脈の頭側か
ら起る。イ半行する右誇巣静寂は右腎静寂iこ流入する。
考察
脅根7三 富岡8)~こよれば腎指訪被膜の動脈網の形成に
関与する動脈は爵腎動脈p 腎動探，精巣動脈，腰動続，
訪問動原，護大動掠で，これらの動脈からの技は互いに
吻合し，腎臓を龍状に取りまき，腎臓の外{JIJ縁には動尿
弓を形成する。このうち精巣動訴は通常，護大動脈から
分れ， ~まぽ垂産に下行し，鼠径管に入る前に，恒常性の
太い技が深窓径輪の近くで分校し，腎臓下端に向って上
行し，腎指訪被膜に枝を出し，さらに腎臓の外側縁にあ
る動寂弓と吻合する。富詞8)はこのf亘常性の技を精巣雲寺
底上行投と呼んでいる。本例と比較すると，左恒!Jでは棒
巣重告訴が 2本あり，そのうちの 1本は腎動採の起始部の
下で農大動寂から重接超っているので，本来の左精巣雲寺
原と考えられる。もう一方の左靖巣動脈は，その走行か
ら富国8)のき青巣動摂上行設，腎軍事外側縁の動探弓と，腎
脂肪按撲に分布する下副腎動脈の枝との吻合が発達し，
精巣動肢となったと考えられる。者側では何らかの原因
で，本来の右精巣動脈は欠加し，残存した右巣動脈上行
枝めと腎脂訪被膜の動脈鱈と右下副腎動脈との吻合技が
発達し，本来の右宥巣動駅を代費する形になったと患わ
れる。
精巣動脈は通常工本で，腎動原よ担下部で，腹大動脈 
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Fig. 1-a. Photograph showing the testicu・ 
la主 arteries(TA and arrows) in 
this case. 
Abbreviations for Figs. 1 to 3. 
AA: Abdominal aorta. IMA : 
Inferior mesenteric artery. ISA: 
Inferior suprarenal artery. ISV: 
InferIor suprarenal vein. IVC: 
Inferior vena cava. K: Kidney. 
RA: Renal artery. RV: Renal 
vein. SMA : Superior 1τlesenteric 
artery. SR: Suprarenal gland. 
TA: Testicular artery. TV: 
Testicular vein. 
の前外{員IJから起るものが最も多く， その出現率は報告
者1，2，4，6，9) によって異なるが，少ないもので70%，最も
多いもので97%である。従って精巣動訴は本来腹大動原
の枝で2 これが何らかの原因によって細く主るか，ある
いは欠如すると，その代償として腎脂肪被膜の動脈鋼の
一部が発達し，精巣動脈となるものと思われる。発生の
過程では，生殖腺，中腎，後腎の間に果生殖動ID主主再が数
本の中腎動脈によって形成され，後にこれらの中腎動眠
法精巣動脈， ilJ腎動頴，腎動脈となる3)。腎指肪被漢の
動脈網は尿生殖動j脈鰐に由来すると考えられるので，発
生学的にも腎詣肪被震の動原綿が積巣動膝の農大動訴か
らの起始異常の出現に深く関与していることを裏付けて
いる。 
Fig. 1-b. Schematic drawing of the testi-
cular arteries in Fig. 1-a. 
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SUMJ誼A茸Y 
A rare case of the testicular artery is reported 
for a 59・year-oldJapanese male cadaver. On the 
left side，two testicular arteries were found. 
One arose をomthe aorta caudal to the left renal 
artery. The other branched from the left in-
ferior suptarenal artery which arose from the 
left renal arte主y. On the right side，the right 
testicular 庶民主ybranched from the right inferior 
suprarenal artery which arose from the right 
renal artery. On both sides，the testicular ar-
teries from the renal 庶民主y supplied the peri-
renal fat and then passed vertically caudalwards 
to reach the deep inguinal ring. 
The morphological signi五canceof the relations 
between this case and the vascular supply of 
the perirenal fat is discussed. 
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Fig. 2. Photograph showing the two ori-
gins of the left testicular arteries. 
Fig. 3. Photograph showing the anomalous 
origin of the right testicular artery. 
